
おいしいナシを届けたい
三廻部　正一さん
成田／小田原市千代

ナシ30ａ、水稲30ａを栽培

　

小
田
原
市
千
代
地
区
30
ａ
の
畑

で
幸
水
や
豊
水
、
香こ

う

麗れ
い

、
明
水
な

ど
８
品
種
の
ナ
シ
を
栽
培
し
て
い

る
三
廻
部
正
一
さ
ん
と
和
江
さ
ん

夫
婦
。
収
穫
し
た
ナ
シ
は
、『
朝

ド
レ
フ
ァ
〜
ミ
♪
』
に
出
荷
し
て

い
ま
す
。
酒
匂
川
の
左
岸
地
区
で

作
ら
れ
て
い
る
ナ
シ
は『
足
柄
梨
』

と
呼
ば
れ
、
甘
み
と
豊
富
な
果
汁

が
特
徴
。『
朝
ド
レ
フ
ァ
〜
ミ
♪
』

で
も
人
気
が
高
い
果
実
で
す
。

　

農
家
の
４
代
目
と
し
て
育
っ
た

三
廻
部
さ
ん
は
学
校
を
卒
業
後
、

Ｊ
Ｒ
の
運
転
手
を
し
な
が
ら
農
業

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
減
反
政
策

が
進
む　

年
ほ
ど
前
に
水
田
か
ら

ナ
シ
畑
へ
と
転
作
。
当
初
は
栽
培

技
術
も
な
く
、
手
探
り
の
日
々
が

続
き
、「
果
実
に
袋
掛
け
を
し
た

後
、
台
風
で
実
が
全
部
落
ち
て
し

ま
っ
た
こ
と
も
あ
る
」
と
苦
労
を

話
す
三
廻
部
さ
ん
。

　

一
昨
年
は
中
国
で
火か

傷し
ょ
う

病び
ょ
う

が
発

生
し
た
こ
と
を
受
け
、
花
粉
の
輸

入
が
禁
止
に
。
自
身
で
自
家
採
取

を
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
し

た
。

　

三
廻
部
さ
ん
は
「
ナ
シ
は
手
間

の
か
か
る
作
物
だ
が
、
お
い
し
い

と
言
っ
て
く
れ
る
人
の
た
め
に
も

妻
と
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

2025

９
vol.228

食と農と暮らしと。 あなたをリードするアクティブ・マガジン食と農と暮らしと。 あなたをリードするアクティブ・マガジン

30
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多
く
の
『
食
』
を
輸
入
に
頼
っ
て
い

る
日
本
。
世
界
の
食
料
を
め
ぐ
る
情
勢
が

大
き
く
変
化
す
る
な
か
、
こ
れ
か
ら
は
食

料
安
全
保
障
の
確
保
が
必
要
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
で
は
地
域
に
『
地
産
地

消
』
を
推
進
し
、
未
来
の
食
を
守
る
『
食

農
教
育
活
動
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
７
月

19
日
に
は
そ
の
活
動
の
ひ
と
つ
『
夏
休
み

子
ど
も
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
』
を
開
き
ま
し

た
。
地
域
の
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
の

59
人
が
参
加
。
バ
ス
で
管
内
を
周
り
な
が

ら
自
然
や
農
業
を
学
ぶ
１
日
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

農
産
物
直
売
所
『
朝
ド
レ
フ
ァ
～
ミ

♪
』
で
は
開
店
前
の
様
子
を
見
学
し
ま
し

た
。
黒
栁
勇
店
長
が
「
農
家
は
自
分
が
栽

培
し
た
野
菜
を
毎
日
自
身
で
出
荷
し
て
い

ま
す
。
い
つ
で
も
新
鮮
な
野
菜
が
店
頭
に

並
ん
で
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
買
っ
て
た
く
さ

ん
食
べ
て
く
だ
さ
い
」
と
地
産
地
消
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
収
穫
体
験
で
は
青
壮
年

部
の
協
力
で
ナ
ス
や
オ
ク
ラ
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
収
穫
。
児
童
は
「
ど
ん
な
形
や
色

を
選
べ
ば
い
い
の
」
と
興
味
津
々
な
様
子
。

昼
食
は
山
北
町
の
中
川
の
キ
ャ
ン
プ
場
で

牛
肉
や
野
菜
、
焼
き
そ
ば
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
舌

鼓
。
食
後
に
は
川
遊
び
や
ス
イ
カ
割
り
な

ど
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
む
声
が
響
い
て
い

ま
し
た
。

　

午
後
は
㈱
神
奈
川
県
農
協
茶
業
セ
ン

タ
ー
を
訪
問
し
、
今
年
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
『
足
柄
茶
』
の
歴
史
と
お
茶
の
淹
れ

方
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
か
ら

は
「
新
し
い
友
達
も
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」
「
収
穫
し
た
ナ
ス
と
オ
ク
ラ
を
弟
に

食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
」
ま
た
、
「
家
族

に
お
茶
を
入
れ
て
あ
げ
る
」
な
ど
夏
休
み

の
思
い
出
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
今
後
も
組
合
員
の
皆
さ
ま
と

協
力
し
て
食
の
大
切
や
自
然
へ
の
知
識
を

高
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
な
が
ら
、
地

域
農
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

◆
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
発
行
に

つ
い
て

　
令
和
６
年
度
の
経
営
状
況
や
事
業
内
容
な

ど
を
記
載
し
た
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
を

発
行
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
内
容
を
協
議
し

た
結
果
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
冊
子
は

支
店
に
備
え
置
き
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

◆
農
林
施
策
・
予
算
要
望
に
関
す
る
地

元
行
政
へ
の
要
望
に
つ
い
て

　
各
行
政
の
首
長
に
対
し
て
提
出
す
る
令
和

８
年
度
農
林
施
策
・
予
算
要
望
の
日
程
と
内

容
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
内
容
は
、
２
市
８
町
へ
の
共
通
要
望

と
行
政
ご
と
の
要
望
に
分
か
れ
て
お
り
、
各

支
店
運
営
委
員
会
で
協
議
し
た
意
見
を
集
約

し
た
も
の
で
す
。

◆
令
和
７
年
度
出
荷
契
約
米
の
目
安
価

格
つ
い
て

　

当
Ｊ
Ａ
の
出
荷
米
目
安
価
格
で
あ
る
概

算
金
か
ら
差
額
分
を
補
填
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
出
荷
契
約
数
量
の
積
み
増
し
か
ら
、

さ
ら
に
補
填
額
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
生
産
者
へ
再
度
ご

案
内
と
数
量
の
積
み
上
げ
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
な
お
概
算
金
の
最
終
決
定
は
来
月
理
事

会
に
て
報
告
し
ま
す
。

農
業
を
学
び
生
き
る
力
を
育
む

～
夏
休
み
子
ど
も
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
～

　
Ｊ
Ａ
で
は
将
来
へ
つ
な
ぐ
組
織
基
盤
の
強
化
に
向
け
、
『
食
農
教
育

プ
ラ
ン
』
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
農
業
体
験
な

ど
を
通
じ
て
地
産
地
消
の
大
切
さ
や
『
食
』
と
『
農
』
の
関
わ
り
を
学

ぶ
食
農
教
育
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
『
夏
休
み
子

ど
も
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
』
を
７
月
19
日
に
開
き
ま
し
た
。

理
事
会
だ
よ
り

～
主
な
議
題
～

令
和
７
年
７
月
28
日

かながわ西湘かながわ西湘 N 2025.８.20
ニュースニュースews

大きなナスを収穫

お茶は廻し注ぎで おいしい地場産を堪能
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営農コーナー営農コーナー
温州ミカンのカメムシ防除を！

マダニに注意しましょう

　令和６年度は早生ミカンを中心に普通ミカンまでカメムシによる落果の被害が多く発
生しました。今年も、９月以降にカメムシの発生が多くなる予想です。果樹を加害する
カメムシは、チャバネアオカメムシが一般的でしたが、ツヤアオカメムシの被害が多く
なっています。ツヤアオカメムシの特性を知り、防除の徹底をお願いします。
　ツヤアオカメムシは以前、関東以西が主な生息地で、管内では大量発生するのは、数
年に一度の状況でした。しかしここ数年、越冬個体が増え、毎年のように大量発生が見
られます。チャバネアオカメムシは、スギやヒノキの落葉の下で越冬するのに対して、
ツヤアオカメムシは、ミカン、シイ、カシなど常緑樹の樹冠内で越冬します。７月～８
月にはスギやヒノキに移動し、カンキツ園では全く発生が見られなくなり、９月以降に
一斉に戻ってくることが特徴です。
　神奈川県農業技術センター等の予察結果を参考に９月以降、極早生、早生品種を栽培
している方は、必ず防除をしてください。農薬の詳細は各地区の営農経済センターだよ
りを参考にしてください。

　神奈川県は７月に松田町在住の60代女性が、マダニが媒介するウイルス感染症「重症
熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）」に発症したことを発表しました。
　そこで今月号では、身を守る服装や忌避剤を紹介します。なお、この対策はヤマビルに
も有効です。

①マダニの生息場所と活動時期
　マダニは、シカ、イノシシなど野生動物が出没する環境に多く生息していますが、
裏山を背負った民家の庭、畑、あぜ道などにも生息しています。また、活発に活動す
る時期は３月～11月となっています。

②マダニから身を守る服装（農作業、草刈など）
・半ズボン、サンダル履きで生息が想定される場所に行かない。
・首にはタオルを巻くかハイネックのシャツを着用しましょう。
・シャツの袖口は手袋の中に入れ、裾はズボンの中に入れましょう。
・ズボンの裾は長靴の中に入れるか、長靴でない場合は靴下に被せましょう。

③マダニから身を守る
・マダニはズボンなどに付いている場合が多いため、作業着などは家の中に持ち込まな
いようにしましょう。万が一作業着等にマダニが付いていた時はガムテープを利用し
て取り除く方法が効果的です。
・マダニに咬まれても気が付かないことがありますので、シャワーや入浴でマダニが付いていないかチェック
しましょう。
・マダニに対する忌避剤（虫よけ剤）には、ディート（商品名ヤマビルファイターなど）やイカリジンが市販
されています。忌避剤により付着数は減少しますが完全に防げません。過信せずさまざまな対策と組み合わ
せてください。また、ディートは小児の使用には制限がありますので、ラベルの注意書きを必ず読んでくだ
さい。

④マダニに咬まれた時の対応
・マダニの吸血中に無理やり取り除くとマダニの口器が皮膚の中に残るので皮膚科等医療機関で適切な処置を
受けてください。
・咬まれた後、数週間は体調変化に注意して、発熱等の症状が認められた場合は医療機関で診療を受けてくだ
さい。

　神奈川県病害虫防除部が発表した病害虫情報・予報のリンクを掲載しま
す。安全で安心な農産物が安定的に生産できるよう、県全域の病害虫の発
生状況調査と病害虫情報の提供を行っています。ぜひご活用ください。

神奈川県　病害虫情報・予報

チャバネアオカメムシ

ツヤアオカメムシ

マダニ

イカリジンやディート
入りの虫よけ剤

二次元コード▶

URL: https://www.pref.kanagawa.jp/
docs/cf7/cnt/f450002/2025_4_01.html

営農経済センターだよりは
　　　　　　　　　　こちらから▶

写真提供：
神奈川県農業技術センター
病害虫防除部
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お米が担う役割を考える
特集

　お米は日本人の主食であり、身近な存在です。最近は価格高騰ばかり注目
されていますが、あらためてお米について考えてみませんか。稲作の現状や
水田の話、流通のことやＪＡの役割など２か月にわたり特集します。

　お米は日本人の主食であり、身近な存在です。最近は価格高騰ばかり注目
されていますが、あらためてお米について考えてみませんか。稲作の現状や
水田の話、流通のことやＪＡの役割など２か月にわたり特集します。

ここ20年の推移では、食文化の多様化により年間10万ｔほ
ど減少しています。

　水田はお米を作るだけでなく、環境の保全などさまざまな機能（多面的機能）を持ち、私たちの暮らし
を支えています。稲作を行うことは、これら水田の役割を守ることにつながります。

その２　豊かな水を育む
・水田に貯められた雨水などの一部は排水路から川に戻り、一部は土にしみこみ、地下から川に
戻ります。深くしみ込んだ水は地下水にもなります。時をかけてゆっくりと循環することで川
の水量を安定させ、豊かな水を育みます。
・水田にいる微生物は、有機物を分解して窒素を作り、稲の栄養分として吸収されるため、水を
きれいにします。また、土がフィルターとなり、水をろ過します。

土砂崩れや土の流出を防ぐ
・日々の農作業で田のひび割れなどの損傷
を発見し、補修することで土砂崩れを未
然に防ぎます。

・雨水を貯めることにより地下水の急激な
上昇による地滑りを防ぎます。

洪水を防ぐ
・大雨の時、雨水を一
時的に貯め、ゆっく
りと時間をかけて川
に流すことで川の増
水を防ぎます。

その５　美しい風景を作る
・四季折々の美しい風景を作り出し、見る人の心を豊かにしてくれます。誰
もがほっとする日本的な原風景『ふるさと』があります。

その３　多様な生き物を育む
・生き物の住みかとなり、命を育みます。
・堆肥などの有機物を分解する微生物を昆虫が食べ、それをカエルが食
べ、さらに水鳥が食べるといったような食物連鎖を生み出します。

その４　暑さを和らげる
・水面や稲から水分が蒸発することにより、空気が冷却され、暑さを和らげます。

その６　伝統文化を伝える
・地域に伝わる祭りは、豊作を祈るものや収穫を祝うものなどが多くありま
す。また、稲作から生まれた日本のしきたりや文化も数多くあります。

　この他にも『地域農業
応援プログラム』で、水
稲苗を食害するスクミリ
ンゴガイ（ジャンボタニ
シ）の駆除剤の購入費用
の助成、籾を吸汁するカ
メムシの駆除農薬の助成
を行っています。
　また、水稲育苗セン
ター・ライスセンターの
機械更新や修理、農業機
械購入に対する助成など
も行っています。
　詳しくは各支店または
各営農経済センターまで。

管内４か所に育苗組合があり、品種は
『はるみ』を中心に『キヌヒカリ』
『てんこもり』『喜寿もち』酒米の
『若水』の苗を生産しています。今年
度は36,785枚を組合員に届けまし
た。

３つの推進班が、主に小田原市内の水
田を中心に育苗から収穫、乾燥、籾す
りまで一連の作業を行っています。
（ライスセンターは乾燥、籾すり作業
を行っています）

南足柄市内の20か所ある水田合計約３
haを農業支援隊の協力で行っていま
す。令和６年産は『はるみ』約12ｔを
収穫。381袋を出荷しました。また、
今年度は高温耐性資材の試験も行って
います。

今年度より、農作業受委託事業として
小型無人機ドローンでの防除や施肥の
作業を始めました。ドローンの操縦は
(株)コヤワタオフィスが行います。

現在、43人の隊員が所属し、准組合員
や組合員外の方もいます。隊員でチー
ムを組み、作業を行っています。令和
６年度は310件、合計53haの受託作
業を請け負いました。

水田の役割

稲作を守る

労働力不足や資材費・燃料費の高騰などにより、耕作をやめ
る水田が増えています。20年間で162haもの作付面積が減少
しました。

昨年は出穂期に気温の
高い日が続いたため、
不稔が発生し、集荷量
が減少しました。

水稲の作付面積の変化（かながわ西湘管内）

その１　災害を防ぐ

育苗と苗の配送 機械銀行による農作業受託 農業支援隊による農作業受託 ＪＡの農業経営事業による水稲栽培 ドローンによる防除と施肥

米の集荷実績（かながわ西湘）

ＪＡは水田の役割を学んでもら
うため『田んぼの生き物調査』
を開いています。

稲わらで作った宝船

出典：農林水産省『米をめぐる状況について［①我が国における米の状況］』
　　　（令和７年５月）を基に作成 出典：『作物統計調査（水稲）』（農林水産省）を基に作成

前
編

ＪＡでは、 ためにさまざまな取り組みを行っています

主食用米の需要量の推移
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お米が担う役割を考える
特集

　お米は日本人の主食であり、身近な存在です。最近は価格高騰ばかり注目
されていますが、あらためてお米について考えてみませんか。稲作の現状や
水田の話、流通のことやＪＡの役割など２か月にわたり特集します。

　お米は日本人の主食であり、身近な存在です。最近は価格高騰ばかり注目
されていますが、あらためてお米について考えてみませんか。稲作の現状や
水田の話、流通のことやＪＡの役割など２か月にわたり特集します。
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　　　（令和７年５月）を基に作成 出典：『作物統計調査（水稲）』（農林水産省）を基に作成

前
編

ＪＡでは、 ためにさまざまな取り組みを行っています

主食用米の需要量の推移

   

5



Topicsccsssトピックス

6

　
地
元
野
菜
を
食
べ
て
農
業
を
知
っ
て
ほ
し
い
︱
︱
。
女
性

部
開
成
支
部
は
、
支
部
で
栽
培
し
た
タ
マ
ネ
ギ
１
０
０
㎏ 
を

開
成
町
の
小
中
学
校
と
幼
稚
園
４
か
所
に
贈
り
ま
し
た
。

7
月
10
日
に
は
遠
藤
い
す
ず
支
部
長
と
宇
田
の
り
子
副
支

部
長
が
開
成
小
学
校
を
訪
問
。
コ
ン
テ
ナ
１
箱
を
手
渡
し
ま

し
た
。
大
越
泰
子
校
長
は
﹁
地
元
の
野
菜
を
子
ど
も
た
ち
に

お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
農
業
の
大
切
さ
を
学

ん
で
ほ
し
い
﹂
と
話
し
ま
し
た
。

　
タ
マ
ネ
ギ
は
、
ラ
ザ
ニ
ア
と
ス
ー
プ
に
し
て
給
食
で
味
わ

い
ま
し
た
。

　
県
西
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
は
小
田
原
支
援
学
校
大
井
分
教
室
の
生
徒
と
連
携
し
、
小
田

原
市
永
塚
地
区
の
水
田
で
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
︵
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
︶
の
駆
除
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
７
月
８
日
に
は
、
生
徒
12
人
と
地
元
農
家
が
協
力
し
、
１
週
間
前
に
設
置
し
た
わ

な
を
回
収
。
５
４
７
個
の
貝
を
捕
獲
し
ま
し

た
。
生
徒
は
﹁
貝
の
数
を
減
ら
せ
ば
、
稲
も

育
つ
。
地
域
の
助
け
に
な
り
、
や
り
が
い
を

感
じ
る
﹂
と
話
し
て
い
ま
す
。
同
校
で
は
今

後
も
独
自
に
捕
獲
を
続
け
、
地
域
農
業
を
助

け
て
い
く
考
え
で
す
。

　
水
稲
農
家
は
﹁
地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
被
害
を
止
め
る
こ
と
は
難
し
い
。

生
徒
さ
ん
た
ち
に
も
協
力
し
て
も
ら
え
て
あ

り
が
た
い
﹂
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　
岡
本
地
区
野
菜
直
売
部
会
は
生
産
・
販
売
技
術
の
向

上
を
目
的
に
毎
年
、
視
察
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
部
会
員
よ
り
﹁
ス
イ
カ
の
栽
培
技
術
を
学
び
た

い
﹂
と
の
声
が
あ
り
、
７
月
７
日
に
三
浦
市
農
協
の
ス

イ
カ
農
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
三
浦
地
域
で
は
、
明
治

16
年
頃
よ
り
ス
イ
カ
の
栽
培
が
始
ま
り
、
昭
和
38
年
に

県
の
指
定
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
同
農
協
職
員
が
栽
培
方
法
に
つ
い
て
説
明
。

﹁
ス
イ
カ
が
日
焼
け
し
な
い
よ
う
に
苦
土
石
灰
を
ま
い

て
い
る
﹂
と
話
す
と
、
部
会
員
か
ら
は
驚
き
の
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
﹁
産
地
か
ら
学
ぶ
こ
と
は

多
く
、
勉
強
に
な
っ
た
﹂
と
話
し
ま
し
た
。

わなを回収する生徒たち

タ
マ
ネ
ギ
を
手
渡
す
遠
藤
支
部
長
㊥
、

宇
田
副
支
部
長
㊧
、
大
越
校
長
㊨

ス
イ
カ
の
産
地
で
技
術
を
学
ぶ

〜
岡
本
地
区
野
菜
直
売
部
会
が
視
察
〜

児
童
に
地
産
地
消
の
理
解
を

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
捕
獲
作
戦
！

〜
女
性
部
開
成
支
部
が
タ
マ
ネ
ギ
贈
る
〜

〜
生
徒
と
農
家
が
県
に
協
力
〜

三浦市農協職員㊨より説明を聞く部会員たち
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南
足
柄
市
の
矢
倉
沢
地
区
で
は
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
や
ヤ
マ
ビ
ル
被
害
に
苦
慮
し

て
い
ま
す
。
ヤ
マ
ビ
ル
は
野
生
動
物
に
吸
血
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
地
域
で
は
ヤ
マ
ビ
ル
に
よ

る
人
へ
の
吸
血
被
害
が
多
発
。
そ
こ
で
矢
倉
沢
自
治
会
と
矢
倉
沢
里
地
里
山
会
が
協
力
し
、
７
月

26
日
に
﹃
矢
倉
沢
ヒ
ル
対
策
講
習
会
﹄
を
開
き
、
農

家
ら
約
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
か
な
が
わ
鳥
獣
被

害
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
を
講
師
に
招
き
、
野
生

動
物
の
生
態
や
行
動
特
性
、
防
除
方
法
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。
ま
た
、
ヤ
マ
ビ
ル
は
薬
剤
で
防
除
し
ま
す

が
、
お
酢
や
ク
エ
ン
酸
で
も
防
除
が
有
効
で
あ
る
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
﹁
お
酢
で
の

防
除
は
手
軽
な
の
で
、
ぜ
ひ
試
し
て
み
た
い
﹂
と
効

果
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
果
樹
研
究
連
合
会
は
、
高
品
質
な
果
樹
生
産
を
推
進
す
る
た
め
﹃
全
国
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

研
究
会
﹄
を
７
月
28
日
・
29
日
に
開
き
ま
し
た
。
九
州
や
四
国
な
ど
全
国
各
地
か
ら
農
家
や
Ｊ
Ａ

職
員
ら
40
人
ほ
ど
が
参
加
。
29
日
の
視
察

は
管
内
の
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
園
で
行
わ
れ
、

当
Ｊ
Ａ
の
営
農
部
職
員
が
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
の
歴
史
や
栽
培
方
法
、
出
荷
基
準
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
﹁
果
実
の
か
さ
紙
を
つ
け
る
タ
イ
ミ
ン

グ
は
﹂
﹁
カ
メ
ム
シ
の
対
策
方
法
は
﹂

﹁
気
候
変
動
へ
の
対
応
は
﹂
な
ど
熱
心
に

質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
７
月
10
日
、
部
員
同
士
の
親
睦

と
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
﹃
女
性
部
企
画

旅
行
﹄
を
開
き
ま
し
た
。
今
年
は
72
人
が
参
加
。

迎
賓
館
赤
坂
離
宮
や
東
京
タ
ワ
ー
を
見
学
。
昼
食

で
は
日
本
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
国
賓
や

公
賓
な
ど
を
お
迎
え
す
る
迎
賓
館
は
明
治
時
代
の

建
築
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
様
式
と
和
の
意い

匠し
ょ
うで

国
宝
と

な
っ
て
い
ま
す
。
外
観
の
美
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、

内
部
空
間
に
深
紅
の
絨

じ
ゅ
う

毯た
ん

や
豪
華
な
シ
ャ
ン
デ
リ

ア
は
圧
巻
で
し
た
。
部
員
は
﹁
美
し
い
建
造
物
に

心
を
奪
わ
れ
ま
し
た
﹂
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
淸
水
美
智
代
部
長
は
﹁
昼
食
は
全
国
各
地
か
ら

取
り
寄
せ
た
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
部
員
同
士
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
﹂
と
支
部
の
輪
を
越
え
た
交
流
を
喜
び

ま
し
た
。

お酢散布による実験の様子

熱心に栽培方法を聞く参加者

親
睦
と
交
流
を
深
め
よ
う

地
域
一
丸
で
防
除
！

栽
培
技
術
と
知
識
を
高
め
よ
う

〜
女
性
部
企
画
旅
行
を
楽
し
む
〜

〜
矢
倉
沢
地
区
で
ヒ
ル
対
策
講
習
会
〜

〜
全
国
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
研
究
会
〜

迎賓館でハイポーズ！
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※体験イベントはすべて現地集合・現地解散となります　※イラストはイメージです

まで応募締切

インフォメーション

 お申込み・お問合せは
各支店窓口まで

『家の光』年間購読受付中

ＪＡの自動車共済 お見積もりキャンペーン

ＪＡかながわ西湘は2025年国際協同組合年
(IYC2025)に賛同しています

JAタウン
GIFT CARD

（10,000円）

ケルヒャー
高圧洗浄機
K２サイレント

ダイソン
Dyson Micro Focus Clean

（ハンディクリーナー）
全国各地のJAなどから
厳選した食材をお届けします。

応募期間 令和８年３月31日まで
応募締切 第２期：令和７年９月30日 / 第３期：令和７年12月31日 / 第４期：令和８年３月31日

K2シリーズ最高の洗浄力で
初めての静音モデル。

ダイソン史上最軽量。
手軽に車内や家中を掃除できます。

※商品のデザイン・仕様・機種等は変更となる場合がございますので、あらかじめご了承ください　※画像はイメージです

JA A B
500名様
（各期125名様）

300名様
（各期75名様）

200名様
（各期50名様）

賞 賞 賞

　『食』と『農』、『暮らし』、『協同』、『家族』をテーマにした情報が満載の『家の光』を読んでみま
せんか。2025年12月号より毎号付録がつくようになりました。なお、例年12月号付録の家計簿につきまし
ては、今年より別売りとなりましたのでご承知おきください。
購 読 期 間：令和７年12月号から令和８年11月号
年間購読料：9,900円（税込）※年間予約購読は900円（１か月分）お得です
申 込 期 間：令和７年８月１日（金）～令和７年９月16日（火）

家の光家計簿（増刊号）　
別売り660円（税込）　
申込期日：令和７年９月末まで
※今年から別売りとなります

今なら見積もるだけで抽選で
総計1,000名様に素敵な賞品が
当たります。

〒250-0874 神奈川県小田原市鴨宮627番地
TEL：0465（47）8125本店

●かながわ西湘９月号（vol.228）令和７年８月20日（毎月20日発行）
●発行／かながわ西湘農業協同組合　●発行責任者／石塚祐一
●編集／組織企画部組織広報課

ＪＡかながわ西湘ホームページ▶https://ja-kanasei.or.jp/ かながわ西湘

西
湘
き
ん
じ
ろ
う

応募はお近くの支店まで


